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火
災
の
起
こ
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
を
！

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
寒
さ
が
増
す
に
つ
れ
、
暖

房
機
器
な
ど
の
使
用
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て

き
ま
す
。
現
在
、
雫
石
町
で
は
五
月
十
四
日
か
ら

無
火
災
が
続
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
火
災
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注

意
を
払
い
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
お
酒
を
飲
ん
で
の
寝
た
ば
こ
は

非
常
に
危
険
で
す
。
ま
た
、
火
種
の
落

下
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

暖
房
器
具
も
取
り
扱
い
方
に
よ
っ
て

は
火
災
原
因
と
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
に
衣
類
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
少
し
の
間
な
ら
」
の
考
え
が
火
災

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
短
時
間
で
も
火

の
そ
ば
を
離
れ
る
場
合
は
、
必
ず
消
火

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
の
早
期

発
見
に
有
効
で
す
。
平
成
二
十
三
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
一
般
住
宅
に
も
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ジ
ャ
マ
や
布
団
カ
バ
ー
、
シ
ー
ツ

な
ど
の
寝
具
や
、
カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う

た
ん
に
も
防
炎
品
を
使
い
、
火
災
に
強

い
住
宅
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

万
一
、
火
災
が
発
生
し
て
も
、
早
期

に
消
火
す
る
た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な

ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は

素
早
く
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
家
族
や
隣
近
所
な
ど
で
万
一
に
備

え
た
心
構
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
十
一
月

九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
一
週
間
実
施

さ
れ
ま
す
。「
火
の
し
ま
つ

君
が
し
な

く
て

誰
が
す
る
」
を
統
一
標
語
に
消

防
団
員
や
婦
人
消
防
協
力
隊
員
ら
が
火

災
予
防
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】町
役
場
総
務
課
消
防

交
通
担
当（
�
内
線
２
２
１
、
２
２
４
）

住宅火災命を守る7つのポイント
3つの習慣・4つの対策

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動

９
日
か
ら
町
内
で
も
実
施

防災訓練での初期消火体験。消火器の使い方に慣れておくことも大切です

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

●
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品

を
使
用
す
る

●
火
災
を
早
期
に
消
す
た
め
に
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る



告　知

町内産農畜産物や農産加
工品を東京・銀座で販売
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この広告は、広告主の責任において雫石町が掲載しているものです。広告の内容について雫石町が推奨等をするものではありません

曜日 担当医師（午前） 担当医師（午後）
月 秋山・松井※1 松井※1
火 秋山 秋山
水 秋山・松井 松井※2
木 秋山 秋山
金 松井・増田 増田
担当医師は予告なく変更する場合があります

受付時間� 8 ：30～11：30
13：30～16：30

※1…10日は増田医師が診療に
加わります　※2…12日と19日
は桂医師が担当予定　
○診療は内科のみで、夜間・
土日祝日は休診しています。
（休日当番医は実施します）

雫石診療所　11月の診療体制 問い合わせ先
�692－3155

交通事故死ゼロ願い のぼりロード大作戦実施

秋の全国交通安全運動期間の最終
日となった9月30日の早朝、町と町
防犯交通安全協会連合会が主催し、
国道46号千刈田付近で「秋の交通安
全のぼりロード大作戦」が実施され
ました。
「交通事故死ゼロを目指す日」で

もあった当日は、朝から霧が立ちこ
める中、町内各地区防犯交通安全協
会、老人クラブ、町内学校長、ＰＴ
Ａ役員のほか新たに雫石交番連絡協
議会や晴山行政区の見回り隊を加え

た総勢200人を超える参加者が国道
の両側歩道に並び「スピードダウン」
や「飲酒運転追放」と書かれたのぼ
り旗を掲げて道行くドライバーに交
通安全を強く呼びかけました。

11月は児童虐待防止推進月間で
す。児童虐待件数は全国的に増加
傾向にあります。町では、虐待の
未然防止や早期発見などに向け、
組織として対応していくため雫石
町要保護児童対策地域協議会を設
置しています。周りの大人が子ど
もの人権を尊重し、健やかに成長
できるよう一人ひとりができるこ
とを考え「心配だな」と感じたら
児童家庭相談窓口（町役場福祉課
�内線128）までお知らせください。

告　知

子どもたちの健やかな成
長を見守り虐待を防ごう

～賢く、楽しく、明るい毎日を～
消費者情報ＢＯＸ

雫石町役場商工観光課�692-2111（内線257）

このコーナーでは、悪質商法や消費者が巻き込まれるトラブルなどの消
費者情報をお知らせします。消費者トラブルを未然に回避して、賢く、楽
しく、明るい生活が送れるよう、本コーナーの情報をご活用ください。

盛岡市内や県内各所でも「還付金
を受け取れる」などと偽り、言葉
巧みに現金自動預払機（ＡＴＭ）か
ら高額な金額を振り込ませる「振
り込め詐欺」（オレオレ詐欺、還付
金詐欺など）の被害が急増していま
す。特に高齢者が被害者の約8割を
占めています。
●典型事例
突然の電話で、「医療費の特別控

除の還付金を受け取れる」と誤解

させ被害者を銀行のＡＴＭに誘導
し被害者に指示して、その預金口
座から約200万円を振り込ませた。
〈ひとこと助言〉
・電話や郵便物などで、高額な現
金を相手の預金口座に「振り込め」
というものについては、言われる
ままに振り込んではいけません。
・携帯電話で操作を指示して現金
を振り込ませる手口が増えていま
す。被害を防ぐためにも、ＡＴＭ
での携帯電話は自粛しましょう。
・万一に備えて、被害額を少なく

するために、ＡＴＭでの振込利用
限度額を引き下げておきましょう。
・振り込め詐欺の手口は、次々に
新しくなっています。また、被害
を防ぐには、手口を知ることが重
要です。心配なときは、町役場商
工観光課または岩手県立県民生活
センターにご相談ください。
【ご相談・問い合わせ先】
◎町役場商工観光課商工労政担当
（�内線257）
◎岩手県立県民生活センター（�
624－2586）

◆振り込め詐欺に
だまされない！

�
早
朝
か
ら
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
た
参
加
者

東京・銀座の岩手県アンテナシ
ョップ「いわて銀河プラザ」で、
「キラリ☆輝く雫石の物産と観光
展」（雫石商工会、しずくいし物産
振興会主催）を開催します。
【日時】11月16日～18日、10時30
分～19時（最終日のみ～16時）
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【広　告】

核家族や共働き家庭の増加に伴
い、子育てボランティアへのニー
ズは大きくなっています。しかし、
利用したい人に対して、ボランテ
ィアの人数が少ないのが現状で
す。ぜひ、この講座を受講し、子
育て支援に協力してみませんか。
部分的な受講も可能です。
【日時】11月25日～28日、9時45分
～16時
【会場】雫石町地域子育て支援セ
ンター・雫石町保健センター
【対象】以下の①から③のすべて
にあてはまる人（定員20人程度）
①心身ともに健康で、子どもが好
きな人

募　集

あなたの家は大丈夫？
木造住宅耐震診断募集中
町では、昭和56年以前の旧耐震

基準で建築された住宅の安全性を
確認するため、建築士の資格を有
し、岩手県に登録している耐震診
断士を派遣しています。
自分と自分の家族の命を守るた

め、この機会に耐震診断を受けま
しょう。
【対象】在来軸組工法による木造
平屋建てまたは木造2階建て住宅
【診断内容】屋根、外壁、床など
【自己負担額】3千円（派遣費3万
円のうち2万7千円は町費負担）
【募集戸数】3戸
【申し込み先】町役場地域整備課
（�内線266）

②地域で子育てを応援するボラン
ティア活動について興味・関心の
ある人
③20歳以上の人（学生は除く）
【内容】子どもの発育・発達、遊
び方、病気と世話の仕方、緊急時
の応急処置など
【受講料】無料
【申し込み】11月10日まで電話で
受け付けます。※受け付け時間�
平日10時～17時
【主催・申し込み先】雫石町地域
子育て支援センター（町立七ツ森
保育所内）�692－0722

町政懇談会「町長との対話」を
開催します。「町長との対話」で
は、町長と教育長が町民の皆さん
の町政に関するご意見や地域の課
題などについてお聴きし、解決へ
の糸口を見いだしていきたいと考
えています。
「町長との対話」は例年 2 会場

で開催していますが、今年は 4 会
場で開催します。加えて、これま
で夜間の開催が多かったことから
日中にも開催し、町民の皆さんと
より多く対話できる機会を増やし
ました。会場ごとに出席者や地域
を限定しませんので、都合のつく
会場にお越しください。
【開催日程】
11月 6 日（木）�14時　御所公民
館、19時　西山公民館
11月 7 日（金）�14時　御明神公
民館、 19時　中央公民館
【問い合わせ先】経営推進課広聴
広報担当（�内線276）

町づくりの意見聴かせてください

募　集

子育てボランティア養成
講座の受講生を募集中

今年最後の軽トラ市 賞品すべて放出します
5月にスタートし毎回たくさんの

来場者でにぎわう軽トラ市も11月2
日が今年最後の開催となります。
9月から開催している「お楽しみ

抽選会」も最終回ということで、キ
ャリーオーバーした賞品をすべて放
出するほか、特等のペア温泉宿泊券
も3本用意し、感謝の気持ちを込め
た景品をそろえました。

また、町サービス店会協賛による
「豚汁1杯100円」振る舞いコーナー、
ラーメン早食い大会、お菓子＆ボッ
クスティッシュ釣り放題のイベント
など最終回ならではの楽しい催しも
たくさん企画しています。お楽しみ
満載、今年最後の「しずくいし軽ト
ラ市」にぜひお越しください。
【日時】11月2日（日）9時～13時
【場所】よしゃれ通り（雫石中心市
街地）
【駐車場】町役場駐車場をご利用く
ださい。巡回シャトルバスを随時運
行します。
【問い合わせ先】しずくいし軽トラ
市実行委員会（雫石商工会内）�
692－3321

�
好
評
開
催
中
の
豪
華
賞
品

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
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【保健センター開放日】11月19日（月）10時～12時　【問い合わせ先】保健センター（�692－2227 �692－0308）
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安心して相談できる環境づ
くりのための養成講座開催

◆11月の乳幼児健康診査、各種相談

※乳幼児健康診査の対象�3～4カ月児＝20年7月生まれ、9～10カ月児＝20年1月生まれ、1歳児＝19年11月生まれ
※乳幼児の健康診査、予防接種を早めに終了したい場合は母子手帳の受け付けを12時から行います。

◆個別予防接種
予防接種名 接種年齢 通知案内

ＢＣＧ ６カ月未満 出生届出時に発行

三種混合 3～90カ月未満 出生届出時に発行

第１期麻しん風しん混合 １～２歳未満 １歳の誕生日以降に通知

場所：上原小児科医院（要予約�692－3907）

※町外の医療機関で予防接種を希望される場合は、依頼書を発行します。印鑑を持参
のうえ保健センターに申請してください。5,000円を上限に助成します。

�歯に関する悩みの電話相談受け付けます
岩手県保険医協会では、歯や口に関する悩みについてテレホン

相談を実施します。下記のような症状がある場合はお気軽に相談
ください。
・歯ぐきが腫れている
・歯ぐきから血が出る
・口臭がある
・朝起きたとき、口の中がネバネ
バする
・歯が長く見えるようになった
・冷たい水がしみる
【実施日】11月8日（土）
【受け付け時間】10時～20時（相
談に対する回答は、夜7時以降に
保険医協会歯科医師から相談者に
電話します）
【相談料】無料
【電話番号】019－651－7341

内容 対象者 受付時間 会場

7日（金） 3歳6カ月児健康診査 Ｈ17年3・4月生 13時～13時30分 中央公民館

10日（月） 麻しん風しん混合ワクチン 就学前の年長児 13時～13時30分 中央公民館

12日（水） 2歳6カ月児相談 Ｈ18年3・4生 13時～13時10分 中央公民館

14日（金） 乳幼児健康診査 1歳未満の児 13時～13時30分 雫石公民館

26日（水） 赤ちゃん相談 1歳未満の児 9時30分～11時 保健センター

26日（水） 麻しん風しん混合ワクチン 就学前の年長児 13時～13時30分 中央公民館

28日（金） 心の健康相談 全町民 13時～13時30分 保健センター

町と県央保健所では、傾聴ボランテ
ィア養成講座を開催します。
家族や友人などお互いが心の健康の

大切さを理解し、困ったときには身近
なところで安心して相談しあえる環境
をつくるためには、傾聴できる知識を
身につけることが大切です。興味のあ
る人はぜひご参加ください。
【日程と主な内容】
①12月2日（火）
「心の病気と自殺の関係」
岩手医科大学精神科　智田文徳医師
②12月18日（木）
「傾聴ボランティアの役割」
盛岡いのちの電話事務局　佐々木節子
さん
③平成21年1月8日（木）
「聴くということ－受容と傾聴」
岩手医科大学臨床心理士　中村光さん
④平成21年1月20日（火）
「傾聴ボランティア『やまびこ会』の
活動」
雫石町傾聴ボランティア代表　石亀文
子さん
【場所】雫石町保健センター
【参加料】無料
【申し込み期限】11月17日
【申し込み先】保健センター（�692－
2227）

【健康診査などの会場を変更します】
11月から始まる（仮称）健康センターの

新築工事に伴い、当分の間乳幼児健康診
査などは下記表のとおり会場を変更しま
すのでご協力をお願いします。

実施日

�ふれあいバザーの出店者を募集します
障がい者の社会参加と障がい者への理解を広めるハートフェス

ティバルを開催します。
主催する同実行委員会では、ふれあいバザーの出店者を募集し

ています。障がい者の作業所利用者も出店し、よりにぎやかにす
る予定です。
【開催日時】12月21日（日）10時～15時
【場所】中央公民館
【申し込み期限】11月17日
【出店費用】200円
※先着15人となりますのでお早めにお申し込みください。
【申し込み先】同実行委員会事務局（保健センター内）�692－2227
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